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一心理・社会的要因を媒介変数として一
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A hypothetical model of mental health benefits of 
exercise and physical activity: 

The potential mediating role of psycho-social factors 

Kimio HASHIMOTOl)*, Ryo HOTTA2), Masayuki YAMAZAKI2), 
Hidenori KATSUKI2) and Teppei YUKIZANE3) 

Abstract 

The purpose of this study was to present a hypothetical model for improving and enhancing 

mental health using exercise and physical activity by investigating the mediating role of 

psycho-social factors, and to discuss the relationship among constructive concept of this model. 

Two-hundred thirty-four male and 81 female students participated in this study, and completed a 

questionnaire including Physical Activity Index (Murakami and Hashimoto, 2004), types of 

exercise participation (Hashimoto, 2004), and Diagnostic Inventory for Mental Health Pattern 

(Hashimoto and Tokunaga, 1999). In addition, Kikuchi's Social Skill: KiSS (Kikuchi, 1998) and 

consciousness of others scale (Tsuji, 2001) were administered to assess psycho-social variables. 

Results showed that exercise and physical activity were positively related to social skill and 

consciousness of others, and the strength of this relationship was greater for males compared to 

females. Unexpectedly, exercise and physical activity did not show a relationship with mental 

health (stress and QOL). Moreover, there was a trend for social skill to relate positively with 

mental health, but there was not relationship between consciousness of others and mental health. 

Thus, results only partially supported the proposed model. These findings are discussed 1n 

addition to the need for investigation of other possible mediators. 
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緒戸

近年，国・公・私立の大学および短大を問わず，

大学生におけるメンタルヘルスの悪化とコミュニ

ケーションスキルの低下が指摘されている。これら

は大学生の就学に影響することでもあり，大学全体

としても看過できない問題となっている。よって，

この学生の病理現象とも言うべき健康問題に対処

するため，大学によっては運動・スポーツ活動の心

理的・社会的効果に期待し， 1991年の大学大綱化以

降選択化されていた保健体育実技・実習を必修科目

とする動きが全国的に起こっている。全国大学体育

連合の調査報告 1)2)によれば，保健体育科目を必修

とする大学は， 64.7％から75.7％まで増加しているほ

どである。

しかし，単に従来型の運動・スポーツ種目を実施

するといった体育実技の授業内容では，この学生に

みられる病理現象の本質的な解決にはならないか

もしれない。より効果ならしめるための体育教育プ

ログラムの開発と介入法が必要となるであろう。そ

の意味で，橋本ら 3)4)の研究グループでは，大学生の

心身の健康問題に対処するため独創的な体育プロ

グラムの開発を精力的に進めているところであり，

その成果が期待される。

運動・スポーツ活動の恩恵は身体的側面だけでな

く，心理的・社会的側面まで多岐にわたる。 Wankel

and Berger5)は，運動・スポーツ活動の心理的・社会

的恩恵とそれらが生起する条件を明らかにするた

めに，理論モデルとして Csikszentmihalyi6)が提示し

たスポーツの価値モデルに準拠し，運動・スポーツ

活動の恩恵に関する先行研究を概観している。この

モデルはスポーツ活動の成果を評価する際の 4つの

重要な視点（個人的楽しさ，個人的成長，社会的統

合，社会的変化）を提示したものである。運動・ス

ポーツ活動はこれらの心理的・社会的側面に対し，

ポジティブな恩恵をもたらしているが，ネガティブ

な側面もあることを指摘し，適切な運動・スポーツ

活動がポジティブな恩恵をもたらすと結論づけて

いる。

ところで，この運動・スポーツ活動の心理的・社

会的恩恵に関する研究は，感情，気分，ストレス，

メンタルヘルスなどへの心理的効果 5)7)8)9)と，社会

的スキル 10)11)12)や人間関係 5)13)14)15)などの社会的効

果については個々に行われており，両者を同時に扱

った研究は見当たらない。現代社会におけるストレ

スやメンタルヘルスなどの多くの心理的問題は人

間関係に起因している部分も大きい。よって，これ

らを同時に扱うことは可能と考えられる。

そこで，今日の学生のメンタルヘルスの悪化とコ

ミュニケーションスキルの低下の問題を包括的に

取り扱い，これらに対する運動・スポーツ活動の恩

恵を検討するため，図 1に示すような対人関係に関

わる心理・社会的要因を媒介変数とする「運動に伴

うメンタルヘルス改善効果の仮説モデル」を提示す

る。

運動・
スポーツ参加に⇒

独立変数

心理・社会的要因

•他者の存在
・ソーシャルサポート

・社会的スキル
•他者意識など

媒介変数

⇒ 

従属変数

図 1．運動に伴うメンタルヘルス効果の仮説モデル

運動・スポーツ活動は人間関係の促進 13)やメンタ

ルヘルスの改善・向上効果9)を促がす潜在的可能性

を有するので，運動・スポーツ参加を独立変数とす

れば，人間関係に関わる心理・社会的要因およびメ

ンタルヘルスは従属変数となる。また，メンタルヘ

ルスの改善・向上に他者の存在，ソーシャルサポー

トなどは有効に機能する 16)ので，これらの心理・社

会的要因は運動・スポーツ活動とメンタルヘルスを

繋ぐ媒介変数と仮定される。

ところで，運動・スポーツ活動は運動実施量や運

動参加パターンで捉えることが可能と考えられる。

本研究では，運動実施量を頻度・強度・時間の積で

表す身体活動得点 17)で捉え，運動参加タイプは，橋

本18)が提示する6つの分類で捉えることとする。人は

運動・スポーツに様々な形で関わっており，運動技

術やパフォーマンスの向上を目指して日々自己鍛

錬を行い，他者との競争を志向するスポーツ競技者

がいれば，対極のまったく運動・スポーツには参加

しない者もいる。そしてこの間に，健康づくりのた

め，親睦や楽しみのため，ストレス解消のため，運

動不足解消のためといった目的を持って，人は運

動・スポーツと選択的に関わっている。このような

視点から，橋本18)は，運動・スポーツの実施目的お
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よび意識・態度の側面から， 「スポーツ競技型」「健

康維持増進型」 「レクリエーション型」 「ストレス

解消・気晴らし型」 「運動不足型」 「非運動型」の6

つの段階に運動参加タイプを分類している。運動・

スポーツヘの参加の分類はこれまで，種々試みられ

ている 19)20)が，研究レベルで終わっており，必ずし

も健康運動やスポーツ指導の現場に有用ではない。

橋本18)が試みる運動参加タイプは，運動・スポーツ

実践の目的と意識・態度を含めた分類法であり，こ

のタイプを尋ねるだけで，個々人の健康状態や諸特

性を把握しようとするものである。事実，これらの

運動参加タイプは，身体活動量，健康生活習慣，健

康感，体力，生きがいなどの様々な健康関連要因と

の密接関係がみられ，概してスポーツ競技型・健康

維持増進型から非運動型へと身体活動量が減少す

るにつれて，これらの健康関連要因は低下・悪化す

ることが明らかにされている 18)。

心理・社会的要因としては，他者の存在，他者か

らのサポート，他者意識，社会的スキルなど多々考

えられが，本研究では後者の他者意識と社会的スキ

ルで捉えることとする。他者意識とは他者に注意や

関心，意識が向けられた状態をいい，注意の向けや

すさに関する性格特性をいう 21)。また，社会的スキ

ルとは，対人関係を円滑に運ぶために役立つスキル

22)であり，初歩的，高度，感情処理，攻撃代替，ス

トレス処理，計画などの6つのスキルが考えられて

いる。

仮説モデルは，運動・スポーツ活動→心理・社会

的要因の変化→メンタルヘルスの改善・向上という

メカニズムを表しているが，このモデルの検証を行

う前に，構成概念として， どのような変数・測度を

用いるかを検討する必要があり，本研究では，心

理・社会的要因としては社会的スキルと他者意識を

調べることとし，従属変数としてはメンタルヘルス

状態を測定することとした。

よって本研究は，運動・スポーツ活動，心理・社

会的要因，およびメンタルヘルスとの相互関係を明

らかにすることを目的とする。

方法

1.対象

対象者は， K国立大学の 1年生男女 326名であり，

欠損値のない資料の完全な 315名（男子 234名，女

子 81名）を分析の対象とした。

2.調査時期

調査時期は平成 20年 4月中旬であるが，運動・

スポーツ活動の調査は 5月下旬に実施した。

3.測度

l) 運動参加タイプ

運動参加タイプは，スポーツ競技型，健康維持増

進型， レクリエーション型，ストレス解消・気晴ら

し型，運動不足型，非運動型の 6つのタイプから一

つを選択させる運動参加タイプ測定項目 18)を用い

た。各運動参加タイプの説明は下記に示すとおりで

ある。

①スポーツ競技型：スポーツ大会で勝つことを目

的として，技をみがく練習やトレーニングをす

るタイプ

②レクリエーション型：スポーツを楽しみ，親睦

を目的として，スポーツに参加するタイプ

③健康維持増進型：健康の維持・増進のために十

分な運動量を確保しているタイプ

④ストレス解消・気晴らし型：気分転換や気晴ら

し程度に運動を行うタイプ

⑤運動不足型：運動量が不足しているタイプ

⑥非運動型：まったく運動していないタイプ

2)運動・スポーツ活動

運動・スポーツ活動の測定には， Kasari23)の身体

活動指標の改訂版＂）を用いた。最近 1か月間の運動・

スポーツ活動について，実施頻度 (5段階），運動強

度 (4段階），時間 (5段階）で尋ね，その積でもっ

て身体活動得点を算出した。得点は 0-100ポイン

トの範囲にあり，得点が高いほど身体活動量が多い

ことを意味する。尺度の信頼性と妥当性は確認され

ている。

3)社会的スキル尺度

社会的スキルを測定するため，菊池 22)が作成した

社会的スキル尺度 (KiSS-18: Kikuchi's Social Skill 

尺度）を用いた。本尺度は，大学生を含む青年の，

一般的な社会的スキルを身につけている程度を測

定する尺度であり，初歩的なスキル，高度のスキル，

感情処理のスキル，攻撃の代替スキル，ストレスの

処理スキル，計画のスキルの内容について， 18項目

で作成されている。回答カテゴリーは「いつもそう
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でない」「たいていそうでない」「どちらともいえな

い」「たいていそうだ」「いつもそうだ」を用いた，

5段階の自己評定尺度法であり，「いつもそうでな

い」を 1点とし，順次スキルの程度が高くなるにし

たがい， 2,3, 4, 5点を付与した。よって，合計得点

は 18-90点の範囲となり，高得点ほど社会的スキ

ルが高いことを意味する。なお，尺度の信頼性と妥

当性は確認されている。

4)他者意識尺度

他者意識を測定するため，辻 21)が作成した他者意

識尺度を用いた。本尺度は，内的他者意識 (7項目），

外的他者意識 (4項目），空想的他者意識 (4項目）

の 3つの下位尺度からなるものである。内的他者意

識は他者の気持ちや感情などの内面情報を敏感に

キャッチし，理解しようとする意識や関心であり，

外的他者意識は他者の化粧や服装，スタイルなどの

外面に現れた特徴への注意や関心を意味し，空想的

他者意識は他者について考えたり，空想をめぐらせ

たりしながら，その空想的イメージに注意を焦点づ

け，それを追いかける傾向を意味する 21)。回答カテ

ゴリーは「全くちがう」「ちがう」「どちらともいえ

ない」「そうだ」「全くそうだ」を用いた 5段階評定

尺度法であり，「全くちがう」を 1点とし，順次肯

定的回答に 2,3, 4, 5点を付与した。よって，内的他

者意識の下位尺度得点は 7-35点，外的他者意識と

空想的他者意識は 4-20点，合計得点は 15-75点

の範囲となり，高得点ほど他者意識が高いことを意

味する。尺度の信頼性と妥当性は確認されている。

5)メンタルヘルス

メンタルヘルスの測定には，橋本ら 24)が作成した

精神的健康パターン診断検査 (Mental Health 

Pattern : MHP-1) を用いた。 MHP-1尺度は，ストレ

ス (StressCheck List: SCL) と生きがい (Qualityof 

Life: QOL) の 2つの次元からなる尺度であり， SCL

尺度は 6つの下位尺度（こだわり，注意散漫，対人

回避，対人緊張，疲労，睡眠・・起床障害）で構成さ

れ， QOL尺度は 2つの下位尺度（生活の満足感，生

活意欲）で構成されている。各下位尺度は 5項目か

らなっている。回答カテゴリーは「全くそんなこと

はない」「少しはそうである」「かなりそうである」

「全くそうである」を用いた， 4段階の自己評定尺

度法であり，「全くそんなことはない」を 1点とし，

順次ストレス度および生きがい度の程度が高くな

るにしたがい， 2,3, 4点を付与した。よって，下位

尺度得点は 5-20点， SCL得点は 30-120点， QOL

得点は 10-40点の範囲となり，高得点ほどストレス

度や生きがい度が高いことを意味する。なお，この

MHP-1尺度の信頼性と妥当性は認められている。

4.調査の手順

調査実施に当たって，集計結果を個別的に返却す

ること，成績には関係しないこと， 2回測定を予定

していることを説明し，調査への回答を依頼した。

調査票は授業担当の教員によって配布・実施され，

即日回収された。よって，回収率は 100％であった。

5. 統計処理

すべての統計的処理は Windows版 SPSSプログラ

ムパッケージ 11.5を用いて行った。各変数に対する

運動参加タイプの相違を明らかにするため， 2 （性

差） X6（運動参加タイプ）の二要因分散分析を用い，

運動・スポーツ実施と各変数間の関係については，

相関分析を用い， peasonの積率相関係数を算出した。

1. 運動参加タイプと社会的・心理的変数の関係

社会的スキル，他者意識，メンタルヘルスにおけ

る性差および運動参加タイプ間差をみるため，性と

運動参加タイプを主要因とする 2（性） X6（参加夕

イプ）の二要因分散分析を行った。結果を表 lに示

した。社会的スキルでは，運動参加タイプの主効果

のみ有意であり (F(S,269)=3.107,p<.01)，健康維持

増進型が最も高い得点を示し，つぎがスポーツ競技

型とレクリエーション型であり，ストレス解消・気
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図 2．運動意識と社会的スキル
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表 1．社会的スキル，他者意識，メンタルヘルスの尺度得点と性および運動参加タイプの分散分析の結果

性 運動参加タイプ 分散分析

男子女子 競技ス 健持康増維進 レクリェー
ストレス 運動

非運動 性 運動参加交互作用
ポーツ ション 解消 不足 タイプ

n=234 n=81 n=55 n=l6 n=99 n=47 n=49 n=l5 

社会的スキル
合計得点 58.2 57.8 59.1 62.4 59.7 58.1 54.9 50.0 

3.107 ** 
(9.60) (8.42) (8.89) (9.89) (8.59) (9.28) (9.01) (9.83) 

他者意識
内的他者意識 23.7 24.3 24.7 24.4 23.8 24.2 22.8 22.8 

2.713 * 
(4.83) (3.82) (4.83) (4.69) (4.47) (4.15) (5.04) (4.23) 

外的他者意識 12.6 12.0 13.5 12.4 12.8 12.0 11.4 10.7 
2.948 * 

(2.81) (2.42) (2.89) (2.37) (2.58) (2.76) (2.53) (1.99) 
空想的他者意識 12.0 11.9 13.5 11.7 12.0 11.7 11.1 9.1 

4.919 ** (3.17) (3.14) (3.05) (2.52) (2.84) (3.37) (3.05) (3.06) 
合計得点 48.2 48.2 51.7 48.6 48.6 47.9 45.4 42.5 

3.375 ** 
(8.13) (6.23) (7.93) (6.37) (7.30) (7.74) (7.14) (6.39) 

メンタルヘルス
心理的ストレス 18.0 18.3 18.8 17.4 17.3 17.5 19.2 19.7 

(4.89) (4.68) (5.29) (4.32) (4.51) (4.25) (5.40) (4.85) 
社会的ストレス 16.8 16.2 17.6 15.4 15.8 16.4 16.9 19.8 

2.093△ 
(4.67) (4.29) (5.29) (2.78) (4.07) (4.44) (4.32) (6.03) 

身体的ストレス 16.4 16.9 16.7 14.7 16.2 16.0 17.7 17.5 
(4.70) (5.05) (4.94) (5.13) (4.48) (4.19) (5.45) (4.90) 

ストレス度 (SCL) 51.2 51.3 53.0 47.5 49.3 50.0 53.8 56.9 
(12.41) (11.15) (13.17) (11.00) (11.26) (10.71) (13.02) (12.68) 

生きがい度 (QOL) 24.0 23.8 23.7 27.7 24.6 24.7 22.0 22.3 
3.620 ** (5.79) (5.76) (6.09) (6.94) (5.40) (5.78) (5.49) (4.08) 

△p<.10, * p<.05, ** p<.01 

晴らし型，運動不足型，非運動型の順で低得点を示

した（図 2)。点線は中央値を表す。下位検定の結果，

スポーツ競技型＞非運動型間，健康維持増進・レク

リエーション型＞運動不足型・非運動型間，ストレ

ス解消・気晴らし型＞非運動型間にそれぞれ有意差

がみられた。

ション型とストレス解消・気晴らし型＞非運動型間

に有意差がみられた（図 5)。

他者意識では，合計得点は運動参加タイプの主効

果のみ有意であり (F(5,269)=3.375, p<.01)，スポー

ツ競技型が最も高い得点を示し，つぎが健康維持増

60 
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45 

進型，レクリエーション型，ストレス解消・気晴ら

し型であり，運動不足型，非運動型の順で低値を示 40 

した（図 3)。下位検定の結果，スポーツ競技型＞運

＊ ←三
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ス釈ーツ競技 健康維持増進 レクリエーション ストレス解消 運動不足 非運動

動不足型と非運動型間，およびレクリエーション型

＞非運動型間に有意差がみられた。また，下位尺度

でみると，「内的他者意識」において，性と運動参

加タイプの交互作用がみられ，男女間で運動参加夕

イプは異なった (F(5,269)=2.713,p<.05)。しかし，「外

的他者意識 (F(5,269)=2.948p<.01)」と「空想的他者

意識 (F(5,269)=4.919,p<.01)」では，運動参加タイ

プの主効果のみ有意であった。下位検定の結果，「外

的他者意識」では，スポーツ競技型＞運動不足型と

非運動型間，およびレクリエーション型＞運動不足

型間に有意差がみられた（図 4)。「空想的他者意識」

では，運動参加タイプの主効果のみ有意であり，下

位検定の結果，スポーツ競技型と健康維持増進型を

除く，他の 4つの運動参加タイプ間に，レクリエー

図 3．運動参加タイプと他者意識（合計得点）
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図 4．運動参加タイプと外的他者意識
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図 5. 運動参加タイプと空想的他者意識

メンタルヘルスでは，生きがい度 (QOL) におい

て運動参加タイプの主効果が有意であり (F(5,269)= 

3.620, p<.01)，健康維持増進型が最も高い得点を示

し，つぎに， レクリエーション型，ストレス解消・

気晴らし型，スポーツ競技型で，運動不足型が最も

低値を示した（図 6)。下位検定の結果，健康維持増

進型＞スポーツ競技型，レクリエーション型，運動

不足型，非運動型間，およびストレス解消型＞運動

不足型間に有意差がみられた。

2. 運動・スポーツ活動と心理・社会的要因の関係

運動・スポーツ活動，社会的スキル，他者意識，

メンタルヘルス間の相関係数を表 2 に示した。運

動・スポーツ実施度を表す身体活動得点には性差が

みられたので，男女別に分析した。身体活動得点は

男子では，社会的スキル (r=.17. p<.05) と他者意

識 (r=.24.p<.01)に，女子では他者意識(r=.24.p<.05) 

にそれぞれ有意な正の低い相関がみられ，身体活動

量が多い者ほど，社会的スキル（男子のみ）や他者

意識が高いことが明らかにされた。
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図 6. 運動参加タイプと生きがい度 (QOL)

3.心理・社会的要因とメンタルヘルスの関係

社会的スキルは他者意識 (r=.13. p<.05) に有意

な正の低い相関がみられ，特に内的他者意識 (r=.21,

p<.05) に有意な相関がみられた。また，ストレス度

とは有意な負の中等度の相関 (r=-.47.p<.01)，生き

がい度とは有意な正の中等度の相関 (r=.46,p<.01) 

がみられた。つまり，社会的スキルの高い者ほど，

ストレスが低く，生きがいが高いといったメンタル

ヘルスが良いことを示した。なお，他者意識とメン

タルヘルス間には，顕著な相関は認められなかった。

考察

本研究では，心理・社会的要因を媒介変数とする

運動・スポーツ参加に伴うメンタルヘルス改善・向

上効果の仮説モデルを提示し，学生を対象に変数間

の相互関係を調べた。

表 2. 相関マトリックス

変数
社会的

他者意識
内的 外的 空想的 心理的 社会的 身体的 ストレス 生きがい

スキル 他者意識 他者意識 他者意識 ストレス ストレス ストレス (SCL) (QOL) 
M SD 

身体活動得点 ．13* .24** .14* .19** .21 ** -.02 -.04 
---------------------—------------------------------------------------------------------------------------------------------—---------------------------------------；•一ピ9---------------」9£ー―-----------•1 1_△--------［こ•2--＿どここi.---
男子 (n=220) .17* .24** .17* .16* .20** .00 -.06 -.12△ -.07 .12△ 17.3 15.82 

女子 (n=74) -.01 .24* .05 .27* .20△ -．06 -.04 -.02 -.05 .08 11.9 14.88 

社会的スキル ．13* .21 ** .01 .01 -.45** -.48** -.28** -.47** .46** 58.1 9.58 

他者意識合計 ．79** .63** .73** .15* .06 ------—----------------------------------------------------------------------」!----•一[?2--―-—-------•Ol----------48i----こ?~-----
内的他者意識 ．18** .29** .10△ -．01 -.06 0.06 .04 23.8 4.65 

外的他者意識 ．40** .06 .09 .07 .09 -.02 12.4 2.74 

空想的他者意識 ．16** .08 .08 .12 -.02 11.9 3.17 

心理的ストレス ．65** .68** .92** -.46** 18.0 4.81 

社会的ストレス ．42** .81 ** -.34** 16.6 4.54 

身体的ストレス---- -- • ---------------------------------------------------．S3_-*-----------―一ぅ36------------16こー｛匹-----ストレス度 (SCL) -.46** 51.1 11.99 

生きがい度 (QOL) 24.1 5.72 

note. n=294 △p(.10, * p<.05, ** p<.01 
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1. 運動・スポーツ参加と心理・社会的要因

今回測定した対人関係に関連する心理・社会的要

因は社会的スキルと他者意識であり，運動・スポー

ツ参加との関係を検討した。運動・スポーツ活動量

（身体活動得点）でみると，男子においては社会的

スキルも他者意識も中等度以下のポジティブな関

係がみられ，身体活動量の多い者ほど他者との人間

関係を円滑に進めていく高いスキルを有し，他者に

対する意識が高いといえる。しかし，運動参加タイ

プでみると，若干相違がみられ，社会的スキルは健

康維持増進型の者が最も高く，他者意識はスポーツ

競技型のほうが高値を示した。この相違は，有意差

に至る顕著な差ではないが，興味深い結果であるの

で，考察を加えることにする。

競技スポーツでは競争の原理が働き，勝敗を決し

ていくことになるが， 自らの健康度を高める健康行

動としての運動・スポーツ活動では，このような競

争の原理は存在しない。 Wankeland Berger5)が指摘す

るように，競技スポーツでは，他者に勝つために攻

撃行動がみられ，それが自らの，あるいはチームの

パフォーマンスの発揮につながることにもなる。よ

って，スポーツ競技型の者では，他者とのよりよい

人間関係を築くための社会的スキルを重視すると

いうより，むしろ他者に対する意識が高くなるのか

もしれない。これに対して，健康維持増進型は競争

というものがなく，個人で，あるいは他者と運動・

スポーツを楽しむことに主眼が置かれているため，

それらを遂行するのに必要な他者とのコミュニケ

ーションが重要となり，社会的スキルが高くなるも

のと推察することができる。しかし，この 2つの運

動参加タイプの社会的スキルと他者意識における

相違はさらなる検討が必要であろう。

ところで，橋本 18)は， 20歳代から 70歳代の男女

3,064名を対象に，運動参加タイプと健康関連要因

の関係を調べ，概して「健康維持増進型」＞「スポ

ーツ競技型」＞「レクリエーション型」＞「ストレ

ス解消・気晴らし型」＞「運動不足型」＞「非運動

型」の順に身体活動量（運動・スポーツ活動）は多

く，健康感，体力感，生きがい感が高いことを明ら

かにしている。本研究では大学生を対象として心

理・社会的要因との関係を調べたが，社会的スキル

や他者意識もほぼ同様の傾向を示し，継続的な運

動・スポーツ活動の実践者および実施量の多い者

（スポーツ競技型，健康維持増進型， レクリエーシ

ョン型）ほど，社会的スキルや他者に対する意識が

高く，実施量の少ない者（運動不足型，非運動型）

にそれらが低いことが明らかにされた。特に，身体

活動量は社会的スキルより他者意識（外的他者意識

や空想的他者意識）のほうに関係が深いことが示唆

されたことは興味深い結果である。

競技スポーツにおける高い社会的スキルと他者

意識について推察してみたい。多くの運動・スポー

ツ活動は仲間や対戦相手などの他者の存在無くし

ては成立しえず，常に対人関係の中で個人やチーム

のパフォーマンスが発揮される。その際，バーバル

とノンバーバールによる情報の伝達と解読といっ

たコミュニケーション能力が要求され，それを必要

とする場面が豊富に存在する。このような運動・ス

ポーツ場面における体験がスポーツ参加者の社会

的スキルを高めているものと推察される。さらには

他者とのパフォーマンスを競う際，対戦相手を知る

ことが必要であり，必然的に他者の外見や人物に対

する意識や関心が向けられ，他者の力量を推し量ろ

うとする。このような他者への意識は辻 21)が言うと

ころの外的他者意識や空想的他者意識であり，運

動・スポーツ参加者のほうが高くなるものと推察さ

れる。

このような運動・スポーツ活動と心理・社会的要

因の因果関係は不明であり，元々社会的スキルや他

者意識が高い者が運動・スポーツに参加していると

いえなくもないが，近年スポーツ参加による社会的

スキル向上に関する研究が盛んに進められている

ことからみて，心理・社会的要因を運動・スポーツ

参加の従属変数を考えるのは妥当といえるであろ

゜
ぷ
ノ

2. 運動・スポーツ活動とメンタルヘルス

運動・スポーツのメンタルヘルス効果に関する研

究は，感情，気分，自尊感情，自己概念などに関し，

介入研究を含め数多く行われている 8)9)。橋本 24)が

作成した精神的健康診断検査で測定されるメンタ

ルヘルスはストレス度 (SCL) と生きがい度 (QOL)

を測定するものであるが，運動・スポーツ参加との

関係は，身体活動得点でみると生きがい度に 10％水

準の有意な相関であり，運動参加タイプからみても，

生きがい度のみにしか両者の関係はみられなかっ
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た。また，社会人を対象としたとき， 40歳代以上の

対象者で，身体活動得点と単一項目での測定による

ストレス度や生きがい度との関連が明らかにされ，

20歳代， 30歳代の若い世代においては両者の関係

性がみられていない25)。これらのことを考えると，

両尺度の信頼性と妥当性は確認されているが，身体

活動得点と精神的健康パターン診断検査で測定さ

れるメンタルヘルスの内容との関係をみる場合，検

討を要するかもしれない。その理由の 1つに測定時

期の問題が挙げられる。今回，測定した時期は，精

神的健康パターンが 4月中旬で，運動・スポーツ活

動実施は 5月下旬から 6月初旬であった。大学入学

当初の時期を考えると，受験勉強というストレスか

ら解放されるとと同時に，大学生活という新しい環

境への再適応過程における新たなストレスが掛か

る時期でもある。よって，ストレスを生起させる他

の要因を含め，測定時期など再検討していく必要が

あるだろう。

3.心理・社会的要因とメンタルヘルス

今回取り上げた心理・社会的要因では，他者意識

より社会的スキルのほうがメンタルヘルスとの相

関は高く，社会的スキルが高い者ほどストレスは低

く，生きがい度が高いという関係がみられた。両者

の関係については，田中 26)も男性企業人を対象に同

様の結果を報告している。このように社会的スキル

はメンタルヘルスに密接な関わりをもっていると

いえる。

ところで，社会的スキルや他者意識といった心

理・社会的変数とメンタルヘルスの布置関係である

が，ここで測定されたメンタルヘルスは， 「この 2

-3週間」という最近のメンタルヘルス状態を測定

しているので，変容しやすいが，他者意識はそれに

比べて変容し難い変数と思われる。よって，他者に

対する意識の傾向性がメンタルな状態に影響する

と考えるのは理に叶っており，心理・社会的要因か

らみてメンタルヘルスを従属変数に布置すること

には異論はないであろう。

問題は，心理・社会的要因が運動・スポーツ参加

とメンタルヘルスを繋ぐ媒介変数となりうるかど

うかである。この検証は今後行っていくことにする

が，心理・社会的要因が媒介変数としてみなされる

かどうかは，運動・スポーツ参加（独立変数）とメ

ンタルヘルス（従属変数）の双方に関係性が存在す

ることが前提となる 27)。その点，本研究では心理・

社会的要因とメンタルヘルス間では，社会的スキル

しか有意な関係がみられなかったので，本データか

らは他者意識が媒介変数となりうるかどうかは分

からない。

まとめ

本研究は社会的スキルと他者意識の心理・社会的

要因を媒介変数とする，運動・スポーツ参加に伴う

メンタルヘルスの改善・向上効果のモデルを提示し，

モデルに用いられる構成概念間の関連をみたもの

である。結果をまとめると以下のとおりである。

1.運動・スポーツ活動は，社会的スキルや他者意

識の心理・社会的要因とポジティブな関係にあり，

身体活動量の多い者ほど社会的スキルや他者意識

が高い。

2.運動・スポーツ活動は，メンタルヘルスのスト

レス状態とは関係がみられなかったが，生きがい度

とポジティブな関係にあり，身体活動量の多い者ほ

ど生きがい度が高い。しかし，両者の関係は顕著で

はなかった。

3.心理・社会的要因の社会的スキルはメンタルヘ

ルスとポジティブな関係にあるが，他者意識との関

係は認められない。

本研究では，運動・スポーツ活動によるメンタル

ヘルス改善・向上効果の仮説モデルの構成概念間の

関係性は部分的にではあるが確認された。今後，測

定時期や測度の精緻化を行っていけば，モデルは十

分検証できるものと考えられる。また，モデルが検

証できれば，心理・社会的要因の媒介変数を操作す

ることによって，運動・スポーツ活動を介したメン

タルヘルス改善・向上効果を促進することが可能と

なるであろう。その意味で，本研究の意義は高いと

考えられる。
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